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真空中を伝播する電子が、平面波や球面波ではなく、らせん状の波面を持ち得る事が内田・外村により

初めて報告された[1]。光の分野においては、らせん状の波面を持つ波は既に知られていたが、電子が同

様の波面を持ち得ることは全く考えられておらず、大きな注目を浴びた発見である。本研究においては、

中性子も同様にらせん状の波面を持ち得ることを観測するために、MeV 級プロトンビームの描画
（Proton Beam Writing, PBW）による微細加工技術を駆使して中性子用の回折格子の作製に取り組
んでいる。 

中性子は高い物質透過性を有するため、透過型の回折格子として利用するためには、中性子吸収体

を含む材料を十分な厚さで加工する必要がある。そこで、大気照射可能であり、アスペクト比の高い加工

が可能であるプロトンマイクロビームを利用した。具体的な手順としては、中性子吸収体である酸化ガドリ

ニウムのナノ粒子を混入した紫外線硬化樹脂に対してパターン照射を行った。利用したプロトンビームの

エネルギーは 3MeV、電流 1〜2pA、照射時間は１０分以下である。照射後、エタノールで現像処理を行っ

た後、塩酸で未照射部位の酸化ガドリニウムをエッチングし、超臨界乾燥装置で乾燥処理を行った。下図

に、らせん状の波面を生成する中性子回折格子のパターンと製作した試料の光学顕微鏡写真を示す。講

演では、より詳細な報告を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 中性子回折格子パターン（左）と加工を施した試料の光学顕微鏡写真(右) 
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